
 
 

 

 

 
 

 
年の瀬には、自分をふり返ってみたい 

校長 坪 井  誠 

  

いよいよ師走。〈未〉から〈申〉へのたすき渡しの時。あちらこちらから雪の便りが届き、こ

の辺りでも体を縮めて歩く日々が増えてきました。寒さに縮みあがる冬はどうしてもトーンダ

ウンしがちに…。いえいえ、冬には冬の魅力があります。寒風をついて駈けまわる子どもたち

を見ているだけで、元気が出てきます。 

さて、先の『音楽会』には、たくさんのお運びをいただき、本当にありがとうございました。

各学年の歌声や演奏をお聴きいただく中で、子どもたちの成長の跡を見ていただけたのではな

いかと思います。エンディングの６年生の歌声に、ご来場の方から、大きな拍手があがりまし

た。また、地域の方からも「いい音楽会だった。」という声をいただきました。子どもたちが大

好きな家族のみなさんの心に、普段お世話になっている地域のみなさんの心に、子どもたちか

らの『音楽の贈り物』が届いたのであればうれしい限りです。 

 長いようで、それでいてあっという間に過ぎてしまった一年。「やらなければならないことは

やる。やってはいけないことは、やらない。」この単純だけれども、価値のある物差しで、自分

の一年をふりかえってほしいものです。自分は、何をがんばってきたか、何をがまんしてきた

か、人に感謝する気持ちがもてたか、人にやさしい自分であったか……と。きっと新しい年の

自分の目あてが見えてくると思います。 

 

ややっっててまますす！！  ～～小小中中連連携携～～  

「校区ＵＮＩＴを活用した小中連携の在り方」研究発表会が１１月１７日（火）

に行われました。市内・市外の多くの小中学校の先生方に、子どもたちの学習

の様子を見ていただきました。 

平成２５年度より、「二見中校区は一つ。校区の子どもたちの学力向上に向けて」を合言葉に

以下の３つを柱にして研究を進めてきました。 

①学力向上の意義（９年間を見通した学びの接続。基礎基本の確実な定着

をめざした取組）「二見っ子『学びグングン』プロジェクトの推進」。 

②生徒指導における意義（あいさつ。そうじ。時間をキーワードに基本的

生活習慣づくりの取組） 

③教職員間の相互理解の意義（小中学校間だけでなく、保・幼・小・中の

さらなる連携を図る。） 
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  ～11 月 17 日(火)～ 

研究会当日、二見中学校区の３小学校と二見中学校で公開授業が行

われました。午前中に３小学校の公開授業、午後に中学校の公開授業、

全体会と講演が行われました。北小学校では、各学年１クラスの授業

が公開されました。 

公開授業Ⅰ １年（国語科） ３年（道 徳) ５年（国語科) 

公開授業Ⅱ ２年（国語科)   ４年（算数科)  ６年（理 科） 

市内および他市からの１００名以上の参観者がありました。北っ子の日頃から取り組んでい

る学習の成果をしっかりと見ていただきました。 

「授業態度や明るい返事や溌剌とした表情が印象に残った」という言葉をいただいておりま

す。また、６年生は、中学校の安保先生と大國先生との複数指導による理科の授業が行われま

した。多くの中学校の先生が参観されていました。これは、小中の連携を考えた研究の取組の

一つでもあります。６年生は、中学校の先生の指導を受け、自然に受け入れることができ、「ち

ょっぴり難しいこともわかった、」「中学校で、もっと詳しいことを知

りたい。」という声がありました。 

 最後になりましたが、当日、参観者の誘導において、ＰＴＡ役員の

皆様のご協力ありがとうございました。 

 

日 曜  

 １ 火 朝会 F タイム(サークル)（１～４年 14:20 下校） 放送音読（２年） 

 ２ 水 放送音読（３年）   特別支援学級（13：30 下校） 

 ３ 木 きらきらの会（５年） 特別支援学級合同野外活動 

 ４  金  

 ７  月 放送音読（４年）   避難訓練 

 ８  火 代表委員会 きらきらの会（６年・わかば）放送音読(５年) スクールカウンセラー来校 

 ９  水 ６校時授業２～６年（15：30 下校・１２月１７日分） 放送音読(６年) 

１０  木 きらきらの会（４年） 

１５  火 子ども安全の日  登校指導 きらきらの会（２年） 

１６  水 ６校時授業４～６年（15：30 下校・１２月１８日分） 

１７  木 個人懇談会（全学年 40 分授業 5 校時まで 13：45 下校）きらきらの会（３年）  

１８  金 個人懇談会 (全学年 40 分授業 5 校時まで 13：45 下校)   

２１  月 学期末大掃除  

２２  火 給食最終日 きらきらの会（１年） 

２３  水 天皇誕生日 

２４  木 終業式  １１：００下校 

２５  木 冬季休業 （～1月６日まで） 

1 月の予定 

7 日:始業式、一斉下校(11：30 下校) 8 日:給食開始、席書会 1２日:Ｆタイム（サークル）１４日:月曜時間割 

１５日：子ども安全の日 登校指導 避難訓練・引き渡し訓練 1８日:１日中学体験ｄａｙ  

１９日:代表委員会 ２３日:明石市小学校駅伝大会 26 日:Ｆタイム（クラブ・見学） 27 日:北っ子の集い    

「校区ＵＮＩＴを活用した小中連携の在り方」研究会  



 

 
 

  

きょう、おんがくかいのほんばんをしました。さいしょは、カスタネットをしました。みん

なおとがひびきました。つぎは、けんばんハーモニカで、さいごの「ド」をひいたあと、おと

がとまりました。そのつぎのうたは、こえがしっかりでていました。ドキドキしたけど、ぼく

はまちがえなかったです。 

１年 たけうち だいご 

 

今日は、音がく会でした。とってもきんちょうしたけど、けんばんハーモニカをじょうずに 

ひけました。れんしゅうの時は何回もしっぱいをしたけど、本ばんでは 

しっぱいがへったからとってもうれしかったです。歌はかんしょう会よ 

りも大きな声で歌えました。合そうもかんしょうかいよりもじょうずに 

ひけました。らい年の音がく会もたのしみです。 

                                           ２年 池田 そら 

 

三年生は、さいしょなので、とてもきんちょうして待っていました。 

始まると、たくさんの人のはく手にむかえられて、パワーをいただきました。こんなにたく

さんの人にきいてもらうんだなぁ…。とドキドキしました。 

 ９月の初めに、「マンボＮｏ．５」のがくふをもらって、一生けん命練習してきました。「早

くならない。」と言われたので、ひっしで練習を続けました。前日に、やっと「ＯＫ」と言われ

ました。音楽会の前に夜も練習をして、当日にむかえました。えんそうが終わると、いっぱい

はく手をもらえて、がんばってよかったと思いました。 

３年 近藤 里咲  

 

 私の目標だった「緊張より笑顔とリラックス」が本番ではっきすることができたので本当に

よかったです。合奏の木琴では、難しいリズムがいくつかあったけれど、練習を重ねたことで

上手くきまったので気持ちよかったです。来年は、６年生みたいにきれいな歌声とはく力ある

演奏ができるように今年よりもさらにレベルアップした目標を立てて、がんばります。 

                       ４年 竹部ティナはるか 

 

私は、ついに最後の舞台に立った。緊張はあたり前。それ以前に不安が、心配があった。5

年経ってもやっぱりドキドキするのが、運動会、音楽会のすごいところだ。 

いざ、舞台から皆の方を向くと、少し緊張が晴れた。歌を歌っている時も、 

キラキラしたまなざしで、演奏中は笑顔をなんとか作ることができた。私 

にとって、全力を出し切れた二百点満点の音楽会になった。 

５年 木下 暢綺 

 

今日の本番…ロックトラップでは、少し速くなってしまったところもあ 

ったけど、テンポよくできました。合奏では、最初から最後まで気持ちよ 

くできて、なんと最後には保護者の方からスタンディングオベーションがもらえ 

て本当にうれしかったです。フィナーレの「大切なもの」では、歌っていくうち 

にたくさんの保護者の方たちが涙を流していました。お客さんにしっかり私たち 

の気持ちが伝わったんだと思いました。 

６年 山本 美沙希 

 

 

音楽会 

♪心をーつにかなでよう北っ子メロディー♪ ～ 11 月７日(土)～ 



 
 

                             ～１１月１３日（金）～ 
 
「心を一つに」を合言葉に、子どもたちは練習を積み重ねてきました。練習をする
度によくなる音色。練習をする度によくなる歌声。そして、練習をする度にだんだ
ん子どもたちの表情は自信に満ち溢れてきました。連合音楽会前日には、たくさん
の児童や先生に聴いてもらい、頼もしいエールをもらいました。子どもたちは、「二
見北小学校の代表として、がんばるぞ！」という気持ちで胸をいっぱいにふくらま
せ、当日に臨みました。リコーダー奏『風の置き手紙』と『花笛』は、どちらも美
しいメロディーの曲です。みんなの心がひとつになり、ぴったりと合った音がホー
ルにひびきました。合唱『みんな大好き』では、言葉を大切にしながら、気持ちを
込めて、全身で歌うことができました。演奏を終えた子どもたちは、「楽しかった！」
「すごい拍手もらえた」と、やりきった表情でいっぱいでした。(3年生 担任) 
 ※連合音楽会：市内の小学校が市民会館で２日間６部に分かれて合奏・合唱を披露しあいます。 
 
 
 
 
 
                                   

まず淡河川頭首工に行きました。小さなかべをちょっと開けただけで、水が 

ドバっとできてとてもビックリしました。呑吐ダムでは、ダムの上を２６０ｍ 

歩き姫路城の１．５倍の高さから下を見ると、とてもこわかったです。最後に 

博物館に行きました。御坂サイフォンの模型があって、水がどのように流れる 

かを実験しました。本当に水があふれるように出てきて、連結管の原理につい 

て分かりました。これらのことを明石市で一番大切にしないといけないと思いました。 

                              １組 宗野 修汰 

 

一番心に残ったことは「御坂サイフォン」です。なぜなら、驚いたことがたくさんあったか

らです。１つ目は、御坂サイフォンの鉄管は船で運ばれ、いくつかの木の上を転がして山へも

って行ったことです。２つ目は、御坂サイフォンを流れる水の速さは１秒間に２Ｌのペットボ

トル５００本分流れる速さということです。３つ目は、鉄管がさびて壊れないように３回も作

り直したことです。これらのことからいいなみ野台地の水をうるおすためにたくさんの苦労と

努力があったこと、御坂サイフォンのしくみがとても分かりました。   ２組 岸田 伊吹 

                             

淡山疏水博物館では御坂サイフォンの初代の鉄管と二代目の鉄管を見ました。あまりちがい

は分からなかったけれど、想像していたより大きかったです。御坂サイフォンの仕組みについ

て、模型で水を流して実験をしました。呑吐ダムは足がすくむほど高かったです。最後に御坂

サイフォンに行き、橋を渡って鉄管のそばを歩きました。耳を当てるとゴーという音が聞こえ

ました。最近作りかえられた物もあるけれど、元は百年くらい昔の人が作ったので、すごいと

思いました。この校外学習で先人の苦労や水の大切さが分かりました。  ３組 山口 小夏 

 

 校外学習に行って分かったことは、昔の人々の苦労です。昔の人々はわたし 

たちに大切な水を運んだのです。江戸時代、いなみの台地の人々は水が少なく 

て困っていました。これを見た魚住完治さんは、いろいろな技術を使って計量 

を行いました。人々は大変な工事を明治２４年に完成させました。昔の人の知 

恵や工夫、苦労があって今のいなみの台地があると思います。そんな苦労をし 

て疏水をつくってくれた人々に感謝したいです。 

                           ４組 小畑 映麻 

連合音楽会  ３年 

４年生  

淡山疏水校外学習 


